
本事業の基本理念について 

上位関連計画、施設現況及び課題、第１回藤沢市民会館等再整備ワークショップなどの結果については次のと

おりです。本事業の基本理念（めざすすがた）を検討するためのキーワードを右ページに抽出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・奥田公園の緑、境川等の周辺環境などとの一体性 

・旧近藤邸の活用 

・うるおい・にぎわいの都市環境の形成 

 

 

・市民の誇りとなる文化芸術機能の拠点 

・文化芸術活動で使える場所、文化の発信ができる場所 

・様々な文化体験ができる場所 

・わくわくする活動、交流を生み育む魅力的な場所 

 

 

・様々な人々との交流・きっかけ作り 

・にぎわいがあり、あたたかみのある場所 

・機能間の連携、諸室の共有化 

 

 

・バリアフリー 

・用事がなくても気軽に利用でき、居心地よく過ごせる 

・子ども、青少年、若者たちや、国籍問わずに誰でも集える場所 

・多世代・多目的に使える場所 

 

 

・洪水や内水氾濫等の災害リスクをふまえた災害対策 

・安全・安心な防災拠点とする 

・環境に配慮した持続可能な施設 

 本事業では、市民会館の建替えに加え、複数の機能からなる施設を整備することから、機能の特性を踏まえ、機能

間の連携、諸室共有化等について検討する必要がある。 

 地区計画における「うるおい・にぎわいの都市環境の形成」、都市マスタープランにおける「水と緑のネットワー

ク」を形成する場所等として位置づけられていることを踏まえ、エリアとしての方針について検討する必要があ

る。 

 本事業で再整備する施設と奥田公園との物理的・機能的な一体性を意識した整備を検討する必要がある。 

 事業予定地周辺は度々内水氾濫が発生している区域であるため、排水ポンプ場及び貯留管等を事業予定地において

整備する必要がある。 

 旧近藤邸の歴史的価値を踏まえ、本事業の建設工事エリアや施設の適切な配置を考慮し、現所在地から適当な位置

への移設を検討する必要がある。 

 文化芸術基本法等で、文化芸術そのものの振興に加え、観光・まちづくり・国際交流・福祉・教育・産業等の施策

との連携や、社会参加の機会を開く社会包摂の機能を有する基盤の役割が示されている。 

 文化芸術の施策として「藤沢の特性を生かした文化芸術の振興」「市民主体の文化芸術活動の活発化」が目標とさ

れている。 

 藤沢市市政運営の総合指針 2024 における目指す都市像として「郷土愛あふれる藤沢」が掲げられている。 

 「多文化共生のまちづくり指針」では国籍や民族を超えて文化を認め、交流を深めること等が示されている。 

＜どんな場所か＞   

 芸術文化に触れることができる藤沢を

代表するエリアとの意見があった。 

 奥田公園、旧近藤邸、境川等の環境に

よってゆっくりくつろげる快適なエリ

アとの意見があった。 

 市民の活動場所としてなくてはならな

い場所との意見があった。 

 用事がないと行く機会がない、バリア

フリーとなっていないという意見や、

災害リスクを気にする意見があった。 

資料３ 

上位関連計画等における方針 

 

施設現況及び課題 

第１回ワークショップの結果 テーマ「対象エリアが自身にとってどんな場所か」「どんな場所になってほしいか」 

 

基本理念（めざすすがた） 

 

 

 

 

＜どんな場所になってほしいか＞   

 藤沢市のポテンシャル（人・歴史等）を生かした文化芸術の拠点

（様々な文化に触れる、文化の発信等）を求める意見があった。 

 多世代が集い、日常的に気軽に利用できるエリアを求める意見が

あった。 

 市民が毎日でも来たくなるエリア、市民が誇れるエリア、利便性

の高いエリアを求める意見があった。 

 わくわくする場所、あたたかく居心地が良い場所を求める意見が

あった。 

 浸水対策などによって市民の安心につながる防災拠点となるエリ

アを求める意見があった。 

 持続可能な施設整備を求める意見があった。 

過年度におけるワークショップ・関係団体意見等 

 市民ワークショップや市民意見では、市民会館のあるべき姿として、「誰もが集い、文化芸術に触れることができ

る施設」「様々な人々、分野の垣根を超えた交流をはぐくむ施設」「世代、国籍問わずに平等に利用できる」「気軽

に本物の芸術を体験できる場所」等の意見があった。 

 関係団体意見としては、施設について「施設のバリアフリー化」「文化活動を主体とした活動ができる場であるこ

と」「様々な文化体験ができる文化スペースであるべき」「子ども、青少年、若者たちが集える「居場所」とする

べき」「鑑賞のための機能だけではなく、体験ができる施設であることが重要」等の意見があった。また、「藤沢

市民オペラは本市の文化の顔として今後も継続すべき」との意見もあった。 
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防災・環境への
配慮 

上位計画やワークショップ意見からのまとめ 

複合化による
新たなｻｰﾋﾞｽ 


